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○丹波篠山市議会政務活動費取扱規程 

平成１３年３月２０日 

議会規程第２号 

改正 平成１９年４月１日議会規程第１号 

平成２３年１２月２２日議会規程第１号 

平成２４年１２月２１日議会規程第１号 

平成２９年３月７日議会規程第１号 

平成３０年１１月２７日議会規程第１号 

令和８年１０月１日議会規程第２号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、丹波篠山市議会政務活動費の交付に関する条例（平成１

３年篠山市条例第３号。以下「条例」という。）の施行に関し、政務活動費

（以下「活動費」という。）の取扱いについて必要な事項を定めるものとす

る。 

（活動費の支出事項） 

第２条 活動費は、次に掲げる経費に充ててはならない。 

(1) 交際的な経費 

(2) 政党本来の活動に伴う経費 

(3) 選挙活動に伴う経費 

(4) その他議員個人に支給する経費 

（政務活動の手続） 

第３条 政務活動の手続は、次に定めるところによる。 

(1) 会派の代表者又は会派無所属議員は、活動費を充当する政務活動を行う

ときは、政務活動費使用届（様式第１号）を７日前までに議長に提出しな

ければならない。 

(2) 議長は、前号の政務活動使用届の提出があったときは、速やかにその内

容を確認しなければならない。 

(3) 活動費を充当する政務活動を行った議員は、当該活動後、速やかに政務

活動報告書（様式第２号）を作成し、活動費の支出に係る領収書等を添え

て、会派の代表者を経由し、又は会派無所属議員にあっては直接、議長に

提出するとともに、その成果品を保管しておかなければならない。 

（旅費） 

第４条 政務活動に伴う旅費は、丹波篠山市議会の議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例（平成１１年篠山市条例第４５号。以下「報酬条例」とい

う。）を準用する。ただし、私有車旅行については、実費額とする。 

 



（活動費の支出手続） 

第５条 活動費の支出手続等は、次に定めるところによる。 

(1) 支出決定者 

ア 会派の代表者をもって支出決定者とする。 

イ 支出決定者は、経費の支出について決定を行うとともに、活動費の適

正な執行に努めなければならない。 

ウ 会派無所属議員は、活動費の適正な執行に努めなければならない。 

(2) 経理責任者及び会派無所属議員 調査研究費の出納を処理する。 

(3) 経費の支出 

ア 経理責任者及び会派無所属議員は、条例第８条に規定する政務活動費

支出書により支出するものとする。この場合において、会派にあっては、

当該支出に当たっては、支出決定者の決定を経なければならない。 

イ 支出に当たっては、領収書を徴しなければならない。 

ウ 口座振込の場合は、振込金領収書をもって領収書に代えることができ

る。 

エ 領収書を徴し得ないものについては、領収書等添付欄に、その支払を

証明する旨を記載しなければならない。 

(4) 会派及び会派無所属議員は、活動費のみの預金口座を設けるとともに、

経理帳簿を備えなければならない。 

（その他） 

第６条 活動費の交付事務は、総務部総務課が処理する。 

附 則 

この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年４月１日議会規程第１号） 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年１２月２２日議会規程第１号） 

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年１２月２１日議会規程第１号） 

この規程は、地方自治法の一部を改正する法律（平成２４年法律第７２号）

附則第１条ただし書に規定する政令で定める日から施行する。 

附 則（平成２９年３月７日議会規程第１号） 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１１月２７日議会規程第１号） 

この規程は、平成３０年１２月１日から施行する。 

附 則（令和８年１０月１日議会規程第２号） 

この規程は、令和８年１０月１日から施行する。 



 



 



様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

 


